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トップニュ
ース　　T

op  News
将来のエンジニアを目指せ!
初のものづくり教室を開催

8月24・25日の両日，“工学部工作センター”を改組し，新しく

開設された“技術支援センター”で，4つの「ものづくり教室」

が催され，教室ごとに約30名の小中学生が参加した。

これは同センターの青少年を対象とした第1回目の技術教育で

あると同時に，文部省の「大学子ども開放プラン」の一環でもあ

り，理工系に興味を持つ子供たちを育てることが狙い。

父兄や先生が見守る中，子供たちはドライバーやペンチでアー

ム型ロボットを製作したり，マイコンを用いた電子工作に挑戦し，

同センターの関係教職員や学生の指導を受けながら，楽しそうに

理解を深めていた。 （関連記事は7ページ）

8月号は夏休みのため休刊しました。

写真左上；教室1「ロボットを作ろう」では，教官が5時間もかかる
ところを半分以下の時間で組み立てて，操作する子供も。

写真右上；教室2「プラモで作ろう�!地震に強い家」では，実験室で
地震を再現。プラモで各自，強い家を作ろうとやる気
満々の子供たち。

写真左下；教室3「ミニハンマーを作ろう」では，本格的な機械を
駆使して，ミニハンマー作りに挑戦。

写真右下；教室4「マイコンを用いた電子工作にチャレンジしよう」
では，ハイテク電気製品の中はどうなっているのか，興
味津々の子供たち。

＝8月24日・25日，工学部で
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巻頭言・7～8月のビッグニュース Foreword・Big  News

平成5年の学長就任時に「…皆さん方のか

ざすたいまつに，やがては各部の多くの人々

が，そして全学のすべての人々がたいまつを

かざして加わり，これからの金沢大学の進む

道を明るく指し示して頂くことを心から期待

する」と述べてから早いもので六の年を重ね

てきた。就任間もなく，これを認めると総合

移転計画事業そのものが崩壊するという大問

題となる角間地区に移転することになってい

た某部局からの計画を白紙にしたいとする要

請への対応に始まり，当面した教養部廃止，

教育学部改組，保健学科新設などに取り組ん

だはじめの2年間。まさしく波瀾万丈であっ

た。次の2年間では，角間キャンパスも200ヘ

クタールの広さに，そして総合移転第Ⅱ期計

画事業や，医学部附属病院の改築を中心とし

た宝町地区再開発事業などが始まり，それら

を軌道にのせることができた。最後の2年間

では，本学が他大学に比して遅々としていた

学長補佐体制を導入することができ，明年か

ら副学長制が発足するまでにこぎつけ，これ

まで残されてきたハード・ソフト面の充実が

図れた。さらに創立50周年の記念式典をはじ

めとした数々の記念事業も行い，50年後のあ

るべき姿も大胆にデザインすることができ

た。着実に，しなやかに，時には果断に対処

することを心がけてきたが，これらはすべて

力と熱情を注いで頂いた教職員各位の御努力

の成果である。

金沢大学の行く手に，清らかな白雲が，大

空に尽きることなく漂っていることを期待し

て題を「白雲悠々」としたが，これまで大変

お世話になったことに心から感謝して退官の

あいさつとしたい。

学長
岡田　晃

白雲悠々

巻頭
言

感謝状を贈呈される末政氏
＝7月12日，学長室で

本学の卒業生である彫刻家の末政哲夫氏か

ら，創立50周年を記念して自作のモニュメント

「金澤の川の源」の寄贈を受け，7月12日，岡田

晃学長が同氏に感謝状を贈呈した。

寄贈されたモニュメントは，角間キャンパ

スの大学会館前広場の一角，「金沢大学中央」

バス停留所に向かう階段沿いの流れの源に設

置されている

母校50周年の記念に作品を寄贈

彫刻家末政さんに感謝状贈呈

作品を裏表紙にカラーで紹介
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7～8月のビッグニュース Big  News

第38号　1999.9

8月1日，医学部附属病院病院長補佐に河

崎一夫教授，小林健一教授，山下純宏教

授の3氏が就任した。

国立大学の独立行政法人化が議論され

る中で，同病院では病院長に補佐を加え

た4名の執行部体制をとり，地域における

高度先進医療の担い手としての機能の充

実を図る。

3人の病院長補佐は，それぞれ「病院経

営改善」，「教育・研究，地域医療支援」，

「診療」を担当し，任期は1年。

医学部附属病院
病院長補佐制を導入

8月4日，高校生を対象とした「金沢大学見学会」が催さ

れ，夏休み中ということもあり，参加者は1,200名を超え，

キャンパスは多くの高校生で賑わった。

今年は全学部が参加しての大規模な見学会となり，午前

中は全体説明会として，大学の概要，各学部の特色，入試

の概要等の説明を行い，午後は各学部がそれぞれの特色を

生かした模擬授業や施設案内を行った。

ある学部では，当初予定していた人数を大幅に上回り，

担当者は，追加資料の作成に嬉しい悲鳴をあげていた。ま

た，参加者からは「志望意欲が高まった」等の声が聞かれ

た。

写真上；満員となった会場の模様
＝8月4日，大学会館大ホール（角間）で

写真下；計算機学科の説明を聞く参加者
＝同上，理学部で

実験の説明を聞く参加者
=同上，工学部で

大学をアピール!
各キャンパスで“学校見学会”を実施

小林健一 教授

（教育・研究，

地域医療支援担当）

河崎一夫 教授

（病院経営改善担当）

山下純宏 教授

（診療担当）
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7～8月の動き Movement

8月16日から20日までの5日間，県内の高校から大学までの

学生・生徒を対象に，「金沢大学インターンシップ」を実施

し，5人を受け入れた。今回，事務局が知る限りでは，国立

大学では初めての試みであるこの“インターンシップ”は，

大学における行政事務を体験することにより，大学で働くと

はどういうことか，自分に向いている仕事は何かを知る狙い

がある。

庶務部・経理部・施設部・学生部の各部に分かれ，実際の

業務を体験したインターンらは，初の体験に戸惑いながらも，

今回の経験を今後に生かしたいと先輩職員の指導を受けなが

ら一生懸命業務に汗を流した。

留学希望者の質問に熱心に答える本学関係者
＝6月27日，ラディソン・ソウルプラザホテル（韓国）で

大学初
“インターンシップ”を実施

“総合的学習ってどういうもの?”
「総合的学習セミナー in 七尾 -総合的学習&情報教育-」を開催

水越敏行教授（関西大学総合情報学部）を講師に招いて行われ
た基調講演「教育改革の動向～総合的学習の時間と情報科の創
設～」の模様
＝7月31日，七尾サンライフプラザで

韓国で
「1999年日本留学フェア」

このほど，韓国のラディソン・ソウルプラザホテルで，

（財）日本国際教育協会及び韓国日本留学人聯
れん

合会主催の

「1999年日本留学フェア」が開催された。

本学からは，岡澤孝雄教授（留学生センター），故林宥一教

授（経済学部），橘幹宏留学生課留学生交流係長が参加し，本

学ブースを訪れたたくさんの留学希望者の質問に，元本学留

学生，夫明煥
ブミョウファン

氏（自然科学研究科修了）の通訳を介して説明を

行った。

教育学部附属教育実践総合センター及び石川県メディア教育振興

会主催の“総合的学習セミナー”が，7月31日，七尾市内で行われた。

このセミナーは，本学及び本学附属学校園での研究や授業実践を

基に，総合的学習の意義や方法，これからの課題などについて，参

加者と共に考えることを目的に開かれたもので，県内を中心に北陸

三県の小・中・高等学校の現職教員や教育委員会職員，本学教職

員・学生等，約300人にのぼる教育関係者が参加し，活発な討議等が

行われた。

写真上;テレビ局のインタビューを受けるインターン
＝8月16日，事務局大会議室で
写真下;初々しいインターンの方々
＝同上，アカンサス インターフェイス附近で

関連の写真もう4枚を裏表紙にカラーで紹介
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7～8月の動き Movement
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短期留学プログラム受講生と
意見交換会を開催

7月21日，事務局大会議室で，短期留学プログラム受講

生を対象に講義内容等についての意見交換会が開催され

た。

短期留学プログラムとは，主として英語による教育を1

年間行うもので，昨年10月に開設され，本年9月で第Ⅰ期

課程を修了する。意見交換会では，教わる側・教える

側・お世話する側からと，それぞれの立場からの意見交

換が活発に行われた。また，引き続き，場所を変えて懇

談会を催し，更なる交流を深めた。

恒例の

社会教育主事講習を実施
7月21日から8月27日にかけて，大学教育開放センターで，

平成11年度社会教育主事講習が行われ，計77名が受講した。

この講習は毎年，文部省の委嘱事業として行われているも

ので，社会教育主事となるために必要な知識・技能を修得し

ようと北陸三県及び岐阜県から多くの受講生が参加している。

本学へのお客さま（7～8月）

開講式で“ちかいの言葉”を述べる受講生代表岩田美智恵さん（福井県）
＝同上

あいさつする中山謙二短期留学プログラム小委員会委員長（自然科学研
究科・教授）
＝7月21日，事務局大会議室で

◆D.ツェノフ経済アカデミー（ブルガリア共和国）のA.D.
ペトロフ学長（写真中）ほか
＝ 7月7日，学長室で開講に当たってあいさつ

する岡田晃学長
＝7月21日，大学教育開
放センターで

◆レビィエラッド在日イスラエル大使館経済担当公使兼副大使
（右）
＝7月29日，学長室で
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話　　題 Topics

目の難病，網
もう

膜
まく

芽
が

細胞腫
さいぼうしゅ

の治療のために本学医学部附

属病院に入院しているユーゴスラビア・コソボ自治州の

ネジール・シニックちゃんを励まそうと，7月31日，馳浩

参議院議員と共に岡田晃学長が，同病院を訪れ，「早く病

気が治るように，応援しています」などと励ましの言葉

をかけていた。

（関連記事は7ページ）

　

7月30日，安全で快適な空間を提供できるよう現在，建

設中である医学部附属病院病棟の免震構造を，岡田晃学

長が建築課長の説明のもと視察した。この免震構造によ

って，大地震時にも患者と建物の安全が確保され，継続

的に医療活動を行うことが可能となる。

紹　　介 Introduction

地下1階の柱直下に配置する免震装置を視察する岡田学長
＝7月30日，医学部附属病院で

馳参議院議員と岡田学長の激
励を受けるネジールちゃん一
家
＝7月31日，医学部附属病院
で

建設中の医学部附属病院の
免震構造を視察

馳
は せ

参議院議員とネジールちゃん
をお見舞

学長の動き

チュラロンコン大学
（タ　イ）

〔1999.7.16 協定締結〕

国際交流協定締結大学（その14）

7月16日，本学は，タイのバンコク市内にある伝

統大学，チュラロンコン大学と大学間交流協定を

結んだ。

タイで最も歴史のある大学のチュラロンコン大

学は，18学部11研究所3学院からなり，学生数は，

学部・大学院合わせて2万5千人を有する総合大学

である。

本学とは，工学部が20年前から学生の受入れな

どで交流を続けてきたが，正式に協定が結ばれた

ことで，今後，東南アジアの大学間交流拠点とし

て，積極的な学生の受入れや研究者交流を進める。 協定締結のため現地に赴いた岡田晃学長と大橋信喜美留学生センター長（理学部教授）
（写真左から順に6番目，5番目）
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お知らせ Information

編 集 後 記

今年の夏は，非常に暑かった。昨年は，反対に梅雨明

け宣言がなく秋に突入したことを覚えていますか。

今年度も，半年が過ぎようとしていますが，今年の夏

と同じくアツい
．．．

行事が目白押しでした。50周年記念式典，

国際シンポジウム，学長選挙等，関係者の皆様お疲れさ

までした。

しかし，大学の運営は休憩することはできません。文

部省も国大協も独立行政法人化を検討することを表明し

ました。待ったなしですが，逆に考えると，これからは

各大学等の独自性を出す絶好の機会だと思います。

今月は，学長交代の月です。岡田学長の御労苦に感謝

するとともに，新学長の指導の下でも，教職員，学生の

三位一体で，今後の金沢大学のあるべき姿について検討

しましょう。前進あるのみです （村田）

第38号　1999.9

工学部工作センターを改組
技術支援センターが始動

このほど，“工学部工作センター”が改組され，“技術

支援センター”が開設された。工作センターは，機械系

学生の工作実習や研究に必要な模型製作などを通じて，

主として工学部の教育研究を支援してきた。新たに設置

された技術支援センターでは，これまでの業務に加えて，

学生が自主的にものづくりの醍醐味を味わえる課外活動

の場や知恵を提供する一方，共同研究センターなどから

の要請に応じて研究を支援し，技術アイデアのインキュ

ベータ（技術化・具体化）の役割も果たし，地域の技術者

に対しても関与していく予定。また，これを記念して，8

月23日，科学技術庁顧問の石田寛人氏を招いて，講演会

「科学技術とものづくり」が開催され，教職員・学生等約

250人が出席し，大変好評であった。

（関連記事は1ページ）

訃
ふ

報
8月，現職お一人がお亡くなりになりました。こ

こに御報告するとともに，謹んで御冥福
めいふく

をお祈り

申し上げます

林
はやし

宥一
ゆういち

氏　
（経済学部教授）

8月8日逝去
享年52歳

開設を記念して看板を掲げる関係者。左から茶谷明義初代センター長,
林勇二郎工学部長，岡田晃学長及び中村厚生事務局長
＝8月23日,工学部管理棟前で

ネジール・シニックちゃんの救援募金

本学でも善意の輪が広がる
目の難病，網膜芽細胞腫

もうまくがさいぼうしゅ

の治療のためにユーゴスラビ

ア・コソボ自治州から来日し，本学医学部附属病院に入

院しているネジール・シニックちゃんについて，治療費

等多額の費用が必要であることから，受入機関である本

学でも全学的な支援に乗り出し，多数の善意の募金が集

まった。

各部局から寄せられた

募金額合計は右のとおり。

本学ホームページでも学内に募金を呼びかけた

2,277,322円
（9月10日現在）

（関連記事は6ページ）
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走った後の楽しいひととき

12楽 走 会�

仕事場のパソコンに向かいながら「最近運動不足

だ」と感じたことはありませんか?もしそう感じた

ら，日頃車で通っている道をジョギングしてみては

いかがでしょうか。普段，何気なく見ている風景が

一味違って見えてきたりするから不思議です。ゆっ

くり変化する景色，木々の香りや虫の声，何か忘れ

ていたものを思い出したような気になります。そん

なこんなでジョギング愛好者が集まって，教職員ラ

ンニングクラブ「楽走会」が発足しました。男女合

わせて十数名の会員がおり，名前のとおり「楽に楽

しく走ろう･･･」と市民マラソン大会などに参加し

てアフターRUNを満喫しています。興味のある方は

ぜひ世話係（kagawa@t.kanazawa-u.ac.jp）までお問い合

わせください。 香川博之（工学部）

このコーナーは，皆さんの趣味や熱中していることなどを
紹介するコーナーです。写真や絵画に限らず，いろいろな作
品や季節感あふれる話題などをお寄せください。いつでも撮
影に出向きます。

平成11年9月17日発行
（原則として毎月1回第3週に発行）

奮闘! インターン奮闘! インターン奮闘! インターン奮闘! インターン奮闘! インターン奮闘! インターン奮闘! インターン奮闘! インターン奮闘! インターン奮闘! インターン奮闘! インターン奮闘! インターン奮闘! インターン奮闘! インターン奮闘! インターン奮闘! インターン奮闘! インターン

▲　本学創立50周年を記念して寄贈された末政哲夫作のモニュメント「金澤
の川の源」
高さ2.3メートルのステンレス製で，末政さんが浅野川を眺めていてひらめ
いたという直線と曲線で構成された作品

（関連記事は2ページ）

（関連記事は4ページ）

長谷邦記さん（中）→

↑中澤　潤さん（左）

前垣内伸介さん（中）

↑寺田梨絵さん（左）

←杉山有希子さん（右）

学生部

施設部

経理部

庶務部


